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狂ったダイヤモンド(4:02)

きみはべ ′ドの乱れで

昨日のラを想う

護と僕 1ヒ ベているの

過去に僣ついたt.

設も信しないHで

安ものの とも,檬 した

Oh,コ kbl■e汚 れた人形 楽てた日は 1ヽ つ

Talヒ b meお となの女へ 急ざただった

あ  ヽ さみは ■つたダイャモンド

情熱 深 く

'1み

込めない

Ch。■
"  憎 しみと

'の
イ:間 で

永遠に踊 り綸ける

rし 寄せる時のま流に
振れ果て 

“

つたダイヤモンド

‖〈よ―

人はいつの時代にも

'い

ごとを探す .
卓原の性を忠れて

そして7● の彼方へ

あこ力̀れ を飛ばすけと

足元の小石につまずく

0ヽ ■l melで s天 籠の仮面で ,を わたるの

Ten me lも 悲しみを涙に 変えてしまえない

あ  ヽ きみは ■ったダイャモンド

ひとつの,じ ゃ 満たされないの

ChmS  饉つける言葉のナイフ

■■に長りまわすだけ

押し寄せる時のま流に

よれ果て ,っ たダイヤモンド

算くよ―

Julietの 10(3:35)

土曜日は みんな媚つたあとの

静けさを抱さしめて .2い ていたらしい

ベランダヘ 綺子をひとつ選んで

月灯り輛りに 小証をiむ の

息をするたびに 悲しみも吸い込tr

センチメンタルな夜が いつも侍つている

さみの■しみを見せてくれ

l・lも 隠さないで

時がすべて史えても 滞しそうな笑顔が

候の心を 捕らえている

道ぎてゆく

'節
 とまといの青春

センチメンタルな夜を いつも待つている

候の生さかたを見てほしい

ともに夢を見よう

涙ひとすじFち る その美しい式8が

僕の心を 捕らえている

rm 10。nお r yOur love

ピンタの風 (3:51)

溜め息をつ く贅i 悲 しいほど

け天にから生まれた ビンクのは

ルーム ミラーでルーシェを 直してるさみの

籍みつ くような視線が 候を悩 ませる

0』 ge your han 引きとめても

6ange yoT hea" 護のもとヘ

何もなかつたように くちづけをしたけれど

上手な■でかわして 泣 き顔 も斎敵

離れ られない今だけ ,い 冷えてるのに

い r yOT hem 抱きじめて も

CLnge your hea・ t ,し ヽヽだけ

いつかさみのことさえ 想い出せな くなるだろう

llさ とめるだけ心は 離れてゆ くのに

出会いの頃のよたりは もうここにはいない

溜め慮がでる丈千 悲 しいほど

け天楼から生まttた  ピンクのは

ルーム ミラーでルーシュを 直してるさみは

じ力おれる自分を 知つている女さ

静かに時を対み 夏が過ぎてゆく

議もいない違7地 に 枯葉が屈く

背中を凰に押され 黙つて歩いた

二人は景しに溶け込tr ストレンジャー

日を追うごとに君の■ 自くなつてゆく

夏の記憶とともに

古いシネマで見たような こんな関lfは

陽射しの中でゆらめき

まぼろしと消える

夜空に光る星が ひとすじ流れた

願いが遅すぎたと 悔やんでいた君

素足の膝にのせた シルクのドレスに

落とした涙は二人の ラスト・シークレット

君が眠つてしまうまで 僕はそばにいて

悲しい富顔 見てる

明日の朝はそれぞれの 3全 へ戻るだけ

君はあの人のために

徹笑みをそそく

今年最後の 虹め'ふ いに

雨あがりの 空にかかる

凰の冷たさ感したら 君を忘れよう

虹がすぐ消えるように

夏のかけらをポケットに 詰め込んでゆこう

聴きあきたテープ置いて

燎君が限つてしまうまで 僕はそばにいて

悲しい■編 見てる

明日の朝はそれぞれの 都会へ戻るだけ

さよならは言わないけど

夏のかけら(4:50)



NIGHT CLUBBING(4:25) 吐息のジェラシー G:31)

夜″きみを変えてゆく

とてもEら に変えてゆく

議もが皆んな振り邁る

さみは嬌しいシンデレラ

Oh tty イ,レ ミネーション

ひとみの奥で光る

Oh BIby 手揉りで

きみを知つたい

☆Hdd口 e dghl,mdghl

自由すぎても つまらない

Hdd yωr h3■こageln

二人の■に火をつけて

ドアにメモをとし込んで

眠い歯へと泳ざだす

きみはロキの言い訳を

いつもポケット詰め込んで

0に BIby 

“

口を

■で■めて欲しい

0ヽ &by 眩しいね

朝の街角

★Gtth my脳ェ tonght

失うものは何もない

二人の■に火をつけて

Oh Blby 手のひらで

涙の性 集めて

Oh B3by 気綸れに

せいていいから

VISITOR(5:∞ )

鳥が目き もうすぐ街が動きたす

朝規けは 東の空に

■切で■つき 空しい気持を

かみじめる 眠れない夜

彙し合つたことも 稲署のように

14日 のさらめきと ,Hえ ても

,を 捨てないで 夢を変えないで

またすぐに ゼロから始める

僚達は未来という 眩しいステージに立つ

とまといの VIS「 OR

過ぎ去つた昨日に 捨てて来たものは

さよならと 少しの涙

永通に織 (と 思つた日々さえ

かんたんに」い出になる

息ざ当ぎていた 少年の■は

歯がゆくも から回りしたけど

少女もやがては まかを■して

行く道を 選よ日が来るだろう

伐達は未来という 眩しいステーンに立つ

誨ふ (ら む ViS『 OR

彙し合つたことも ■ついたことも

」い出は通いはど〔しい

夢を捨てないで 夢を変えないで

またすぐに せ口から始める

●:も i105

,S:“im

どうも本気でのれない

なぜか夢中になれない

水者のIIが

'Hえ

たら

風はいさなワ,'た い

舌II手 じゃつまらない

さみのハートが見え7.・ い

【しくされて疑う

ひと,ブ ルーになるだけ

FКe to Flce 吐息のシェランー

Face lo Face アィツを忘れて

1嗣 ,ou l tt you

毬える空しい炎

Wニ ュースはゃるせない

とんな不幸が楽しい

せめて夜が円けるまで

候の言葉を信して

Face lo Face 車れるシェランー

Fac● Face アイツを忘れて

※【rver lel you dow■ .L hm

l腱 v針 にl you dom.Lhan

毬える空しいシエランー

BIRTHDAY(3:56)

気がさいた友達の実面に囲まttて

サラダもワインも樹ったし

ケーキのローツクを一忠にlHす バースデイ

ただひとつだけ 君がいない

何から何まで 詢たされているつもりでも

ひとつが足りなくて 不幸せになつてゆく

齢いが回りだすと 大声はり上げて

友違みんなの HAPPY BIRIHDAY TO YOU

濠 chol s:  L L L HaPy Ыttd■ y● you

Lや かに BRTHDAY
L L L HIppy bnday b yOu

君がいない BIRTHDAY

君だけ分かるようなショータをとばしたり

野球の歯で夜■けまで

あの頃は夢ばかり 青春はやるせなく

ただひとつだけ 君がいたよ

何処から何処まで 牟せだと■をひく
ひとつが足 ワな くて 不幸せになつてゆ く

仕事も波にの り 叶つた夢もあるけれと

ただひとつだけ 君がいない

僕の舅に君よ今 もう一度

僕の詢に着よ今 もう一度
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POISON or NO.5(5:09)

カーテンを彫らませて 間が訪れる

さみは指でビアスを揺らした

量層が瞬くl・lに  ,空 を飾つて

きみの赤いルーシェが切ない

BЮ ken he8■  見つめ合うだけ

BIokol卜 と
" 

戻れないというのに

今夜の香りを さみは決めかねてる

最後の最後で ftを 要ざとめるの

ECAUSE OF Y0
AMANO SHIGERU

きみだけの罪じゃないと

僕はきっと詳してなかつた

■されているだけなんて

きみに少し陳が生まれたの

平穏す ぎたね

RAIN DANCE(5:46)

BЮlen hea咸  擦れ違うだけ

BЮken he“  戻れないというのに

からだの二みで きみを党えている

最後の最後で 儒をましているの

優しくビアノに 夕′チするみたいに

とびき,素 敵な さよならを言うけと

今夜の番りを きみは決めかねてる

最後の最後で 候を繋ぎとめるの

Ah― さみは眺めてた レイン/ン スをずつと,中 で

Ah― 虚ろな隠は 僕が映らない

Ah― 性が手を広げ 支える空は重い

Ah― さみは感じてた ,肖 えそうな受

僕は過ぎよつた夏に 嘆〈 叫ぶ 苛tつ

激しい恋に ひととさ溺れるだけ

探す答えは どこにも見えない

さみは歌つて僕を 酔わせてくれた

ヽ敵な声で

Ah― 細ぃ■( 操り返す愛の点,1■

Ah― きみは雨常に あわせて揺れる
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ンーツの,し を 泳ぐれになつて

不思・aな 夕を 味わうふたつ

住れたからだ 体めるlL所 がなくて

きまよう1タ カリ

きまようばかり



今年のIは 6め て短かつた。そして僕は 1つ のビリオドを,つ た。

これまで、いくつか打ったピリオドよりも、今度はよりはっき,し たピリ

オドだったと思う。

この15年 目を撮り返ってみると ツ7-と レコーディングと渋谷周辺の

風景が、早送りのビデオを■るように思い諄かべることができる。リハー

サルから始まつて、前日のベルが喘り 晟
=日

のアンコールの拍手で、ま

たスポ ′トライトの発の出に迎えられたツアー。僕はホテルのベットでR

になり、静った身体の中の 0日 から押し出される■の注れを■しながら

眠つた。気持ちのいい限りだつた。

ツ7-が ,わ ると、/A・ 田通りの店で驀いコーヒーを飲んで、■たちだけ

がわかるショータで実い合つた。日慶も日慶もIが ネては去つて行つた。

新しい車と新しい,人 。つややかなボディーが雨風に目され澤さを失うと

同時に、な人も新しいままではなかった。なぜ、もつとはつき,と 心の中

を伝えられなかつたのか。なぜ あんなふうに冷たい言葉を■げつけたの

か。上質なシルタのシャツでも ごわごわとした■ざわりの■のTシ ャツ

でも、どちらでも良かつたことなのだ。ささいなことがさつかけで大きな

ものを失う一―そのくり落しだった。ユにざわめく木の彙の目をす,抜 け

てくる眩しい日差しに目を目めながら、あのままずつとみんな―■に、と

こまでも上んでゆけると思い込んでいたのだ。

=え
は、長い鳳饉を走るマラツンのスタートのように、それはどの意気

込みはなしに僕はゆつくりたりだした。不安や苛iち  そして■しさ。ス

タジオに入ってマルチに書を■わてゆくことが、その時の僕のエネルギー

をよつける嗜―の作業だつた。とのシーンもメロディーになるとはやかに

なる。調の

“

作に苦しんだ夜のことは忘れてしまう。■が次々とたまごを

産trよ うに形にして、気がつくとすでにレコードショップに0例 していた。

201kと いう欧のアルバムが残ったのだ。

そして 腱はやつと一人になつた。自分でも
=え

もしなかった不
=二

な

気分だ。罠は今、未未というステーンに立つVISITORと して、次に

起こるであろう予Jも つかない出来事を福いて、出をふくらませている。
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